
令和５年度 ダイバーシティ就労モデル事業実践報告会 

次第 
日時 令和６年３月１９日  

場所 千葉市文化センター 

時間 プログラム 登壇者 

13:30～

13:35 
開会の挨拶 

千葉県健康福祉部 健康福祉政策課 政策室 

 副参事兼室長  向 浩士氏 

13:35～

13:50 

【事業報告】  

事業概要の説明・実績の報告 

成果と課題 

ユニバーサル就労ネットワークちば 

事務局長 島田 将太 

相談員  嶺 千鶴子 

13:50～

15:10 

【実践事例報告】 

①就労継続支援 B型事業所での実践 

②就労移行支援事業所での実践 

③就労移行支援事業所での実践 

④一般企業での受入れ報告 

 

【質疑応答】 

①M氏、就労継続 B型（勝浦市） 

②S氏、就労移行（船橋市） 

③Y氏、就労移行（鎌ケ谷市） 

④O氏、一般企業（成田市） 

15:10～

15:20 
休憩  

15:20～

15:30 
関係機関からのメッセージ 

千葉県生活困窮者自立支援実務者ネットワーク 

 就労支援部会      吉井 稔氏 

15:30～

15:5５ 

「多様な働き方の充実に向けた就労の在

り方について～就労支援のこれから～」 

厚生労働省社会・援護局生活困窮者自立支援室  

 就労支援専門官  鈴木 由美氏 

15:5５～ 

16:０５ 

ダイバーシティ就労モデル事業後に 

向けて 

ユニバーサル就労ネットワークちば 

 副理事長           平田 智子 

16:０５～ 

１６：２０ 
総括 

ユニバーサル就労ネットワークちば 

 理 事 長            池田 徹 

【アンケートの回答をお願いいたします】 

５分くらいで終わる簡単なアンケートです。今後の活動の参考に         さ 
させていただきたいと思いますので、ぜひご回答ください！ 

アンケート入力フォームQRコード ⇒ 



令和５年度
ダイバーシティ就労モデル事業

実践報告会

ユニバーサル就労ネットワークちば

令和６年３月１９日



ダイバーシティ就労モデル事業とは

・働きづらさがあるものの、障害者手帳や障害福祉サービス受給者証を持ってい

ない人でも障害福祉サービス（就労移行支援・就労継続A型/B型）を利用して、就

労や就労体験を行うモデル事業

・日本財団助成、千葉県補助事業

・令和４年９月モデル事業開始

福岡県・岐阜市、同時期開始

令和５年度から豊田市がモデル事業開始

令和６年度・・・

ー１－



事業のイメージ図
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相談者支援機関

・就労継続支援A型事業所 ・ 就労継続支援B型事業所

・就労移行支援事業所 ・ 一般企業 協力金

賃金
・
工賃支援期間中の支援や就労コーディネート：

NPO法人ユニバーサル就労ネットワークちば

登録事業所数１４３件
A型・・・３８件
B型・・・４５件
移行・・・４６件
一般・・・１４件 ー２－



◇◆◇ 支援実績 ◇◆◇
• 令和４年度（９月～３月） ・令和５年度（４月～２月）

□相談・問い合わせ ２４３件 （R４ １３２ ・ R5 １１１）

□初回面談 １３４人  （R４  72  ・ R5   62)
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合計（R4・R5）

生活困窮者自立相談支援機関 59 (26・３３）

中核地域生活支援センター 19 (16・３）

地域若者サポートステーション ２１ （１２・９）

被保護就労支援機関 １２ （８・４）

障害者基幹相談支援センター ３ （１・２)

千葉市ひきこもり・Link 2 (0・２)

本人 ２ （０・２）

就労移行支援事業所 ９ （５・４）

就労継続支援A型 １ （１・０）

就労継続支援B型 ３ （２・１）

行政・障害窓口 １ （１・０）

学校 １ （０・１）

ハローワーク １ （０・１）

□支援機関別相談経路
初回面談 １３４人（７２・６２）

柏 ８（４・４）
松戸 ６（４・２）
印西 ６（２・４）
白井 ３（２・１）
我孫子 １（１・０）
流山 １（０・１）

千葉 ３９（２２・１７）
習志野 ５（３・２）
市川 ３（２・１）
船橋 ６（１・５）
鎌ヶ谷 ２（１・１）
浦安 ２（２・０）
八千代 １（０・１）

市原 ６（２・４）
館山 ４（４・０）
君津 ４（２・２）
鴨川 １（１・０)
袖ヶ浦 １（０・１）

勝浦  ３（３・０）
いすみ  ３（２・１）
白子  ２（２・０)
茂原  ３（１・２）
九十九里 １（１・０）
長生  １（１・０）
東金  １（０・１）

成田 ４（２・２）
佐倉 ３（２・１）
四街道 ２（２・０）
富里 １（１・０）
香取 ３（０・３）
旭 １（１・０）
匝瑳 ２（１・１）
銚子 １（０・１）
八街 １（０・１）
酒々井町 １（０・１）
山武 １（０・１）

東京都

江戸川区
１（０・１）

□市町村別相談経路
初回面談 １３４人（７２・６２）

ー４－



□働きずらさを抱える要因（複数回答・支援者の見立て）

□働くうえ心配なこと（複数回答）

1

5

10

55

47

52

101

1

1

5

20

21

24

35

0

4

5

35

26

28

66

0 20 40 60 80 100 120

その他の困難要因

刑務所・少年出所者

母子父子家庭

生活困窮者

ひきこもり

ニート・フリーター

難病その他の病気、障害者

R4 R５ 合計

ー５－

67

21

79

64

73

33

10

37

29

32

34

11

42

35

41

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

長期ブランク

引きこもりや不登校

不安や緊張が強い

働く自信が持てない

人間関係が苦手



□事業所見学 １４７人  （８０・６７）

□体験 １０１人 （５０・５１）

□本利用開始 ７９人  （４４・３５）

■本利用者事業所別利用者数 ７９人  （４４・３５）

就労移行支援事業所 １４人 （５・９）

A型事業所 ２６人 （１２・１４）

B型事業所 ３３人 （２５・８）

一般企業 ６人 （２・４）

ー６－



□■□ 利用終了者実績 ６２人 □■□

3
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7

一般就労（正社員） 一般就労（パート） 就労継続支援Ａ型事業所

就労継続支援Ｂ型事業所 就労移行支援事業所 就職活動

その他

合 計 R4 R5

一般就労（正社員） 3 1 2

一般就労（パート） 10 1 9

就労継続支援Ａ型事業所 12 2 10

就労継続支援Ｂ型事業所 15 4 11

就労移行支援事業所 10 1 9

就職活動 5 0 5

その他 7 2 5

計 62 11 51

ー７－



被保護就労支援機関 A型事業所

３か月利用
倉庫内作業で正社員 １日で退職 活動中断

生活困窮者自立支援窓口 B型事業所

７か月利用
資格を生かし、障害福祉

事業所の指導員として、

正社員採用決定

２週間の試用期間後退職 職業訓練校通所中

【６０代】 ・仕事に就きたい・病気治療中長期ブランク・働く自信ない → 正社員 → 退職 → 職業訓練

週２回から始め、５日通所で
きる。通院と両立

コミュニケーションの課題や
スキル不足を痛感

生活困窮者自立支援窓口 移行支援事業所

３か月利用

環境が整っている企業で

正社員
継続中 就労移行と自立で定着支援

【３０代】・自立したい・LGBTQの課題ふくめ就活がすすまない ・対人苦手 → 正社員継続中

自己理解・企業研究・就活 社内に相談窓口あり

【 ６０代】・仕事に就く・個人事業の仕事を廃業後、離転職繰り返す・就労意欲低い → 正社員 → 退職 → 活動中断

明確な理由わからず
就労意欲があったのか？

毎日通勤、作業能力高い
周囲とコミュニケーションとる

◇◆◇ 一般就労者 ◇◆◇

①

②

③

ー８－



サポステ B型事業所

５か月利用

ハローワークで就活

ビル清掃管理パートタイム

６か月勤務後、退職 就活を行い次のパートが決

まる・定着支援拒否

生活困窮者自立支援窓口 B型事業所

８か月利用

利用事業所の法人にて

パートタイム採用決定

２週間の試用期間後退職
受給者証申請

A型事業所利用予定

【 ２０代】 ・働きたい・アルバイト１日のみ・ニート・働く自信がない・対人苦手 → 一般（パートタイム）→ 退職 → 福祉サービス

休むことなく通所
PC得意

コミュニケーションの課題を
感じ、自信喪失

生活困窮者自立支援窓口 一般企業

３か月利用

利用事業所にて

アルバイト採用
継続中 自立窓口担当者が定着支援

【 １０代】・通信制高校の費用をためたい・マルチタスク苦手・対人関係苦手 → アルバイト継続中

個人商店で少人数だったこと
もあり、楽しく勤務

手先が器用

孤立しがちであった学校内で、周
囲と話す場面が増え友人が出来る

【 ２０代】・働きたい・就労経験なし・ひきこもり → 一般（パートタイム） → 転職 → 一般（パートタイム）継続中

対人関係で疲れた
次にチャレンジする自信はつ

いている

休むことなく通所
対人苦手・もくもく、コツコ

ツが得意

④

⑥

⑤

ー９－



生活困窮者自立支援窓口 A型事業所

７か月利用
ハローワークで就活

単発バイトを経験

パートタイム採用決定

就職２か月目

生活困窮者自立支援窓口で

定着支援

生活困窮者自立支援窓口 A型事業所

７か月利用

ハローワークにて就活開始

食品加工業作業員 パート

タイム採用決定

継続中 正社員登用の可能性あり

【 ２０代】 ・働く自信がない・アルバイト１日・対人苦手・人間不信 → 一般（フルパートタイム）継続中

休むことなく通所
仕事も真面目に取り組む

徐々に周囲とも関わり、頼りにされる
生困担当者が定着支援

生活困窮者自立支援窓口 就労移行支援事業所

５か月利用
一般企業にて見学・体験

インストラクター

パートタイム採用

ハローワーク専門援助部門

自立相談窓口で定着支援

【 ２０代】・病気治療のため就労経験なし ・治療と就労の両立 ・ 職業理解 → 一般（パートタイム）開始

通所することで体調の変化に気づき、対策を講じる
自己理解がすすみ、就労のイメージが出来てきた

働きながら学ぶことに前向きに

【 ４０代】・家族の介護のため退職。その後、働くことに不安に。２０年ほど無職。 → 一般（パートタイム）開始

みんな話しやすい人で楽しく働いている
今後は資格を取ってできることを増やしたい

休むことなく通所
「自分はできる」という思いと現実のギャップ

社交的な面など良い面を毎月評価

生困担当者と企業見学へ行く
など、働くイメージをつける

⑦

⑨

⑧

ー１０－



生活困窮者自立支援窓口 A型事業所

３か月利用

ハローワーク利用。倉庫内

検品の契約社員で採用

１か月で退職。調理補助の

パートタイム採用。継続中
自立窓口担当者が定着支援

【 ５０代】 ・続けられる仕事をしたい・離転職繰り返す・解雇理由がわからない→ 契約社員 → 転職 → 一般（パートタイム）継続中

休むことなく通所・作業能力
高い・慣れてくると自分流の
解釈をする課題が見つかる

自分は言われた業務をするだ
け、と話す

生活困窮者自立支援窓口
B型事業所

８か月 利用事業所でパート採用 継続中 自立窓口担当者が定着支援

【 ２０代】・仕事が決まらない・就労経験８か月・不器用でスピードが苦手・どのような仕事が向いている→ 一般（パートタイム） →継続中

仕事のスキルあがり、自信がでてくる
自分でバイトに応募するも、採用されず

これまでの業務に加えて、利用者支援にも関わる
今後はフルタイムを目指したい

□■□ 一般企業事例 □■□

【５０代】・長く続けられる仕事がしたい・離転職繰りかえす・解雇理由がわからない
体験３日・・振り返り面談→課題に対し企業の担当者が本人向けの簡単なマニュアルを作成・支援機関でモップのかけ方を練習・自宅のカレンダーに〇をつける
体験２日追加・・事業所担当者より：他のスタッフと打ち解け談笑している姿が印象的。現場のスタッフから一緒に働きたい
１か月後モニタリング・・作業はマニュアルを確認しながらとても丁寧で手を抜かない。徐々に作業内容も増えている
ダイバー終了後、一般（パートタイム）で採用。支援機関でゆるく定着支援を継続

【３０代】・介護職で就労時に業務がうまくいかず、人間関係も悪くなり退職。いずれまた介護現場での就労希望はあるが自信がない
高齢障害の施設で、周辺業務（清掃、事務補助、介護補助など）の切り出しを行い、短時間、週３日から開始
仕事の評価は高く勤怠も問題ないが、自分の気持ちを伝えられない懸念ががあり、一般企業での就労へは向かえない→ユニバーサル就労を利用することに
時間や日数はかわらず、業務は引き続き周辺業務。直接雇用を目指し、就労を継続していくことに

⑩

⑪

ー１１－



【ダイバーシティ就労モデル事業の振り返り】 

2024.3 

◆成果                               

 「日常的な就労訓練」というスキマを埋める新たな選択肢 

 

 

 「就労の総合相談」という相談しやすさ（これまで繋がれなかった方と繋がれた） 

 

・就労を希望するひきこもり状態の方 

・自分がどこまで働けるか、確かめたい方 

・近隣に求人情報があまりない方（町村部など） 

・実際に働きながら訓練をしたい方（相談や座学は望まない） 

     ⇒「就労相談」という相談しやすいイメージ 

 

・障害の疑いがあるが、はっきりさせたくない方 

・軽度の難病の方、障害に至らない病気の方 

 ⇒「障害」へのイメージの緩和 

 

 

 支援機関に新たな就労支援の選択肢 

 

 

 「総合的な就労支援」をテーマにしたネットワーク構築 

 

 

◆課題                               

 本人自身で応募・面接することのハードル 

 

 

 サービス事業所・相談支援機関での支援内容の違い 

 

 

 雇用する企業との繋がりの弱さ・メリットとは 

 



z

就労継続支援B型事業所
かけはし

【インタビュー】

ダイバーシティ就労を

利用してみて



z
受け入れたきっかけは？

▪ 既に似た形態（受給者証のない方の就労体験）で、

受け入れを行っていた

▪ 地域が小さいので、様々な理由を持った人との交

流の機会を増やしたかった

▪ 事業所の定員に空きがあり、収益アップにもつなが

ると考えた



z
受け入れにつき、

不安だったことはありますか？

▪ どんな人が来るのか？

▪ 障害者に対しての態度、対応は問題ないか？

▪ 事前顔合わせで、どんな人柄か確認でき、受け入

れ時の不安はほぼなかった



z
受け入れてみて良かったことが

あれば教えて下さい。

▪ 能力が比較的高く、作業範囲が大きく広がった

▪ 他利用者が刺激され、作業姿勢が格段に向上

▪ 他利用者の就職に対する考え方が変わった



z
大変だったこと、課題等があれば

教えて下さい。

▪ 3名それぞれ就労に対して考え方が違った

▪ 就職に積極的な人は作業態度に表れていた

▪ 周りから促されて渋々来た人は長続きしなかった

▪ 働くことに積極的になること、通所を継続することが

課題



z
支援機関について良かった点、

改善を求めたい点等はありますか？

▪ サポート体制がしっかりしていた

▪ 本人、事業所、支援員、ダイバーシティ就労担当の

４者面談が毎月あった

▪ 情報共有が正確に細かく行えた



z
職員採用（M氏）に至った
きっかけを教えて下さい。

▪ 事業所の職員不足が続いていた

▪ まじめで丁寧な性格、他利用者との関係の良さに

注目した

▪ 毎月の面談で希望業種を聞き、福祉業界にも興味

があると話が出たので提案した



z

M氏が職員になり、
他利用者の反応はどうでしたか？

▪ 支援者側になることで他利用者との関係悪化を懸念

▪ 他利用者にもわかるように大きく対応をわけた

① 送迎⇒電車通勤 ／ ②出勤時間の延長 ／ ③専用の仕事割り当て

▪ 当初、一部の利用者から戸惑いがあった

▪ その後は問題なく、他職員と同じく働いている



z
雇用企業として、多様な働き方を
進めてみていかかでしたか？

難しい面はありますか？

▪ 利用者確保が難しい地域で、選択肢が増えるのはプラス

▪ M氏と同じように、かけはしに就職したいと考える人が出

てきた

▪ 通所できても、就職活動となると意欲や交通手段など課

題が多い

▪ そもそも地域に就職先が少ない



z
働きづらさを抱える方を柔軟に受け入れる

方法は、今後も可能ですか？

▪ 事業所としてプラスになることばかり。困ったことはほと

んどない

▪ 今後も受け入れを続けたい

▪ 受け入れた方を採用することも考えています

▪ 地域に働きづらさを抱える方は多くいる

▪ 受入先が増え、働くきっかけを得る場が多くなることは良

いことだと思います



【ダイバーシティ就労モデル事業の今後に向けて】 

2024.3 

◆これから取り組みたいこと                     

 既存事業との連携強化、既存制度の活用促進 

    ―就労準備支援事業での「就労体験」との連携 

―ダイバーシティ就労と一般就労の間の「中間的就労」の提案・促進 

―雇用助成金、求職者支援制度など 

 

 障害福祉サービス事業所・相談支援機関の就労支援との協働促進 

―それぞれのサービス事業所における就労支援や活動内容の確認 

―地域の相談支援機関による就労支援との協働 

―サービス事業所・相談支援機関それぞれにできうることの協議・検討 

 

 就労支援のネットワークの発展 

―中小企業家同友会との連携・協働 

―就労支援機関（中ポツ・サポステ・ハローワークなど）との連携・協働 

―相談支援機関との協働・バックアップ 

 

 千葉県および市町村と地域ニーズ踏まえた意見交換 

 

今後のダイバーシティ就労事業方針（案） 

様々な働きづらさを抱え、障害福祉サービスが受けられない方を対象に、障害福祉の就労支援サー

ビスを通して、一般就労に向けた「見極め」や「訓練」「就労支援」を実施する 

 

【対象者像】 

・原則、『一般就労（パートやアルバイト等も含む）を目指している方』を対象とします 

・『障害福祉サービスが利用できない方（障害者手帳・障害福祉サービス受給者証のない方など』

を対象とします 

※「現状では対象にならないが手続きを進める予定」という場合は、まず手続きを進めていただき、

その結果、もし対象とならなかった場合は改めて利用申し込みをしてください。 

 

【利用期間】 

・利用期間は基本的に３か月間を一区切りとし、活動状況やご希望、方針などを確認いたします。

そのあたりを踏まえ、合計６か月間程度までの延長を検討していきます。 

 

【その他】 

※障害福祉サービスを正規利用する方針となった場合、ダイバーシティ就労は終了に向けて 

手続きを進めさせていただきます。 

※希望者数の状況によって、初回面談日まで一定期間お待ちいただく場合があります 



ダイバーシティ就労　事業イメージ 2024.3

（障害のない方を対象）
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活動報告

ご本人の相談支援・生活支援・就労支援は、

地域の支援機関や障害福祉サービス事業所が中心に実施
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